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今月の主な内容

■大山崎から日本チャンピオン誕生 Ｐ２
■放課後児童クラブの４月入会申込開始 Ｐ５
■₁₂月３日～９日は障がい者週間 Ｐ６
■町立保育所の新規入所申込を受付 Ｐ８
■「個人番号カード」を交付します Ｐ₁₀

11月１日日、役場周辺にて天王山ゆひまつりが開催され、朝からた
くさんの人が会場に集まりました。秋のおまつりは毎年恒例となっ
ており、今年は住民の皆さんを中心に企画・運営された、新しいスタ
イルのおまつりとして開催。謎解きゲームや火縄銃デモンストレー
ションなどの新しいプログラムを、参加者の皆さんは大満足の笑顔
で楽しんでいました。

今年もおまつりがやってきた！

年末年始の燃えるゴミの収集日程

問＝経済環境課（内243・245・246）

収集日程 収集内容

年
末

12月28日⺼ 平常どおり
12月29日㊋ 燃えるゴミのみ特別収集（㊋㊎収集地域）

年
始

１月１日 ～３日㊐ 収集はありません
１月４日⺼から 平常どおり
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次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
パ
ン
チ
、
一
方
的

に
打
た
れ
る
相
手
は
立
っ
て
い
る
の
が
精

い
っ
ぱ
い
。
す
か
さ
ず
レ
フ
リ
ー
が
割
っ
て

入
り
、
こ
れ
以
上
の
続
行
は
危
険
と
判
断
さ

れ
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｏ
」
に
よ
り
試
合
終
了
。
そ
の

瞬
間
、
リ
ン
グ
に
駆
け
上
が
っ
て
両
拳
を

高
々
と
突
き
上
げ
万
感
の
思
い
を
爆
発
さ
せ

た
の
は
、
天
王
山
の
麓
に
あ
る
「
Ｓ
Ｆ
．
マ

　
少
し
首
を
傾
け
て
思
案
し
「
こ
れ
が
自
分

の
道
で
す
か
ら
。」

　
今
年
一
年
限
り
で
引
退
と
覚
悟
を
決
め
、

最
後
に
見
事
に
花
開
か
せ
ま
し
た
。

12
月
27
日
、
地
元
大
山
崎
町　

体
育
館
で
「
天
王
山
の
戦
い
」

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
初
防
衛
戦
が
す
で

に
決
定
。「
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い

う
会
長
、
王
者
の
強
い
意
向
に
よ
り
、
生
ま

れ
育
っ
た
大
山
崎
町
で
の
凱
旋
に
な
り
ま

す
。
相
手
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
拳
四
郎

選
手
。
元
東
洋
、
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
父

に
持
つ
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
で
、
注
目
の
伸
び
盛

り
で
す
。

　「
超
ホ
ー
プ
と
超
ベ
テ
ラ
ン
の
戦
い
で
面

白
い
勝
負
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
見
に
来
て

い
た
だ
い
て
損
は
さ
せ
ま
せ
ん
。」

　
大
山
崎
町
で
初
の
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
タ
イ

ト
ル
戦
。「
天
王
山
」
の
ゴ
ン
グ
が
、
年
の

瀬
の
大
山
崎
に
響
き
ま
す
。

す
が
、十
分
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
試
合
も
、

よ
も
や
の
判
定
負
け
。

　
決
し
て
納
得
は
い
か
な
い
も
の
の
、
謙
虚

に
結
果
を
受
け
入
れ
て
「
勝
ち
切
れ
な
い
の

は
何
か
が
足
り
な
い
か
ら
」
と
悩
ん
だ
末
、

出
し
た
答
え
は
や
は
り
、
厳
し
い
環
境
で
自

分
を
磨
く
こ
と
。
単
身
で
メ
キ
シ
コ
へ
武
者

修
行
の
旅
へ
出
ま
す
。
片
言
の
ス
ペ
イ
ン
語

で
何
と
か
暮
ら
し
た
５
カ
月
を
経
て
、「
一

皮
む
け
ま
し
た
」。

　
フ
ァ
イ
ト
ス
タ
イ
ル
も
、
よ
り
積
極
的
な

形
に
変
化
。
帰
国
後
は
連
続
Ｋ
Ｏ
勝
ち
で
勢

い
に
乗
る
中
、
迎
え
た
５
回
目
の
タ
イ
ト
ル

戦
で
、
つ
い
に
念
願
を
果
た
し
、
35
歳
と
い

う
異
例
の
高
齢
で
の
初
戴
冠
と
な
り
ま
し

た
。

　「
何
度
も
タ
イ
ト
ル
戦
を
経
験
し
て
い
る

し
、
さ
ら
に
力
が
つ
い
て
き
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
確
認
で
き
た
感
じ
で

す
ね
。」
静
か
な
喜
び
の
理
由
を
語
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
自
分
の
道　

　
対
戦
相
手
が
、
そ
の
後
の
別
の
試
合
で
昏

睡
し
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
命
が
け
の
世
界
。
し
か
し
、
恐
怖
心

は
「
な
い
」
と
言
い
切
り
ま
す
。
た
だ
、「
殴

ら
れ
る
の
も
嫌
だ
し
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
嫌

い
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
姿
は
、
ご
く
身
近
な

青
年
。
続
け
て
「
ボ
ク
シ
ン
グ
が
好
き
か
、

と
き
か
れ
た
ら
、
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な

い
で
す
。」

　
そ
れ
で
も
続
け
て
き
た
理
由
は
、「
勝
っ

た
ら
う
れ
し
い
し
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
。で
も
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
す
ね
。」

キ
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
」
の
沖
敬
介
会
長
。
そ

の
隣
で
は
意
外
な
ほ
ど
静
か
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
の
勝
者
。
ほ
と
ん
ど
傷
の
な
い
き
れ
い
な

顔
で
、
喜
ぶ
と
い
う
よ
り
納
得
し
た
よ
う
に

二
、
三
度
う
な
ず
き
ま
す
。

　
９
月
17
日
、
大
山
崎
町
の
ジ
ム
か
ら
初
の

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
晴

れ
の
新
王
者
は
、
大
山
崎
町
出
身
の
堀
川
謙

一
さ
ん
。
プ
ロ
45
戦
の
キ
ャ
リ
ア
を
誇
る
35

歳
で
す
。

小
柄
な
少
年
が　

　
派
手
な
言
動
で
注
目
さ
れ
る
ボ
ク
サ
ー
も

い
ま
す
が
、
堀
川
さ
ん
は
、
柔
和
で
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
を
ま
と
い
ま
す
。
自
身
、「
あ

ま
り
目
立
つ
方
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
少

年
時
代
。「
今
思
え
ば
、
パ
ワ
ー
を
貯
め
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。」
と
は
に

か
み
ま
す
。「
帰
宅
部
」
だ
っ
た
西
乙
訓
高

校
卒
業
後
に
ジ
ム
の
門
を
た
た
き
、
20
歳
で

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
ひ
と
き
わ
小
柄
で
、
入
門

当
初
は
最
軽
量
級
の
上
限
体
重
に
も
満
た
な

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
と
も
に
、
い
つ
し
か
筋
骨
隆
々
の
体
に
。

「
ス
ピ
ー
ド
が
抜
群
だ
っ
た
」
と
沖
会
長
が

振
り
返
る
素
質
に
加
え
て
パ
ワ
ー
も
つ
き
、

頭
角
を
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ま
で
は
近
く
て

遠
い
道
の
り
で
し
た
。
過
去
、
日
本
、
東
洋

の
王
座
に
挑
む
こ
と
実
に
４
度
。こ
れ
ま
で
、

あ
と
一
歩
で
そ
の
座
を
逃
し
て
き
ま
し
た
。

海
外
で
世
界
タ
イ
ト
ル
10
度
防
衛
の
元
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
相
手
に
互
角
以
上
の
勝
負
を

繰
り
広
げ
る
な
ど
実
力
は
十
分
な
が
ら
、
判

定
に
泣
か
さ
れ
た
こ
と
も
多
く
「
圧
勝
だ
と

思
っ
た
試
合
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。」
と

悔
し
さ
を
語
る
沖
会
長
。
そ
れ
で
も
地
方
の

小
さ
な
ジ
ム
で
腐
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を

重
ね
る
姿
は
、
い
つ
し
か
不
遇
の
ボ
ク
サ
ー

と
し
て
ボ
ク
シ
ン
グ
フ
ァ
ン
の
間
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
堀
川
さ
ん
が
「
大
き
な
挫
折
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
の
が
、
東
洋
タ
イ
ト
ル
に

挑
ん
だ
試
合
。「
後
に
も
先
に
も
こ
の
と
き

だ
け
」
と
い
う
ダ
ウ
ン
を
奪
わ
れ
て
の
Ｔ
Ｋ

Ｏ
負
け
を
喫
し
ま
し
た
。
注
目
さ
れ
出
し
て

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
周
囲
も
一
気
に
さ
み
し
く

な
り
ま
す
。

　
当
時
30
歳
で
突
き
落
と
さ
れ
た
ど
ん
底
。

「
と
こ
と
ん
落
ち
込
み
ま
し
た
。
年
齢
的
に

も
い
い
歳
。
結
婚
を
考
え
る
よ
う
な
相
手
が

い
た
ら
、
辞
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。」

厳
し
い
環
境
で
自
分
を
磨
く　

　
そ
ん
な
中
「
何
か
変
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
」
と
選
ん
だ
の
は
、
よ
り
厳
し
い
環
境

へ
自
分
を
置
く
こ
と
。
新
た
に
宅
配
の
仕
事

を
始
め
ま
す
。
早
朝
の
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
終

え
て
出
勤
し
、
日
中
は
荷
車
を
押
し
て
駆
け

回
り
、
終
業
後
に
ジ
ム
ワ
ー
ク
。
新
入
社
員

は
休
暇
を
と
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

試
合
に
臨
み
ま
す
。
無
謀
と
も
言
え
る
１
カ

月
の
間
隔
で
試
合
を
こ
な
し
た
こ
と
も
。「
本

当
に
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
振
り
返
る
こ

の
時
期
で
す
が
、
着
々
と
経
験
や
力
強
さ
が

蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に

二
度
、
日
本
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に
挑
戦
し
ま

柔
和
な
顔
つ
き
の
中
で
も
眼
光
は
鋭
い
。「
試
合
中
は
苦
し
く

て
も
顔
色
に
出
し
ま
せ
ん
。
出
し
た
ら
、
負
け
に
近
づ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」 大

山
崎
か
ら

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生

入念なシャドウボクシング。ロードワークでは、宝寺への坂を登った
り柳谷から高槻まで走ることも。天王山が鍛錬の場となっています。

日本ライトフライ級タイトルマッチ
王者 堀川謙一（SF.マキ） VS 拳四郎（B.M.B）

₁�

防
衛
戦
の
記
者
発
表
で
。
ス
ポ
ー
ツ
紙
な
ど
の
記
者
が

多
数
か
け
つ
け
ま
し
た
。
₂�

ジ
ム
の
沖
会
長
と
。「
今
は

練
習
内
容
に
口
出
し
し
ま
せ
ん
。
す
べ
て
本
人
に
任
せ
て

い
ま
す
。（
沖
会
長
）」
₃�

大
山
崎
町
自
治
記
念
式
典
で
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
栄
誉
賞
を
受
賞
。
式
典
後
に
出
席
者
に
囲

ま
れ
ま
す
。

と　き＝12月27日日　午後２時開場、３時～前座試合開始
ところ＝大山崎町体育館
問＝SF.マキボクシングジム　☎957－5031（14：00～22：00）

■₁�

■₂

■₃

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生

堀ほ
り

川か
わ 

謙け
ん

一い
ち

さ
ん

SF.マキボクシングジムから、堀川選手の防衛戦に
大山崎町民の方５組10名をご招待
はがきにペア２人の▼住所▼氏名▼年齢▼電話番号（携帯）および「防衛戦招待係」
と書いて下記まで。応募多数の場合は抽選。チケットの発送をもって当選発表に代
えさせていただきます。
申込締切＝₁₂月₁₀日木（当日消印有効）
申込先＝〒₆₁₈⊖₀₀₇₁　大山崎町字大山崎小字谷田₇₇︲₆₃　SF.マキボクシングジム
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ま
た
、
手
持
ち
の
﹃
カ
ー

ド
﹄
は
多
く
持
っ
て
お
い

た
方
が
よ
い
で
す
ね
。
子
ど

も
の
こ
ろ
に
親
に
勧
め
ら
れ

て
空
手
を
習
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
動
き
が
今
、
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
何

が
役
に
立
つ
か
、
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
ね
。」

　
世
界
的
に
活
躍
す
る
俳
優
を
見
て
感

じ
る
こ
と
は
、「
皆
、
ス
マ
ー
ト
で
（
賢

く
て
）、
自
分
の
立
ち
位
置
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
い
て
、
人
柄
も
優
れ
て

い
る
。
決
し
て
ル
ッ
ク
ス
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
で
す
ね
。」

　
渡
米
し
て
10
年
。
最
近
は
監
督
業
に

も
携
わ
り
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　「
夢
に
向
か
う
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
飛
び
込
ん
で
、
い
ろ
ん
な
人
に
助
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
永
住
か
帰
国
か
、

40
歳
ま
で
に
は
定
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
夢
の
途
上
で
す
。」

　
端
正
な
顔
立
ち
に
生
き
生
き
と
光
る

眼
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
大
山
崎
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
は
、
共
働
き
な
ど
に
よ
り
保
護
者
の

保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
１
年
生
～

４
年
生
（
こ
れ
ま
で
に
在
籍
経
験
が
あ

っ
て
支
援
が
必
要
な
場
合
は
６
年
生
ま

で
）
に
対
し
て
、
子
ど
も
達
が
健
康
で

の
び
の
び
と
し
た
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
異
年
齢
集
団
の
中
で
連
帯
を

尊
び
、
友
情
を
深
め
る
と
同
時
に
保
育

を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

【
開
設
時
間
】

　
平
日
／
午
後
１
時
～
６
時

　
土
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

㊐
以
外
の
学
校
休
業
日
／
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※�

日

、
盆
休
み
、
３
月
31
日
、
年
末

年
始
は
休
会

入
会
の
条
件
等

　
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す

る
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
（
こ
れ
ま

で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
在
籍
経
験
が

あ
る
支
援
が
必
要
な
児
童
は
６
年
生
ま

で
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童

①�

保
護
者
が
就
労
の
た
め
日
常
的
に
家

庭
を
留
守
に
し
、
家
庭
内
保
育
が
で

き
な
い

②�

両
親
の
い
ず
れ
か
が
、
死
亡
、
行
方

不
明
な
ど
の
理
由
で
欠
け
て
い
る
家

庭
で
、
同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の
者

が
家
庭
内
保
育
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
な
い

③�

保
護
者
が
疾
病
、
出
産
、
天
災
な
ど

で
家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い

④�

そ
の
他
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

※�

入
会
条
件
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
対
象
外
。
な
お
、
虚
偽
の
申

請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
入
会
を
取
り

消
し
ま
す

ア�

、
以
前
の
保
護
者
協
力
金
が
未
納
世

帯
の
児
童

イ
、
医
療
行
為
を
必
要
と
す
る
児
童

ウ�

、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
保
護
育

成
、
あ
る
い
は
集
団
生
活
に
な
じ
ま

な
い
と
教
育
委
員
会
が
判
断
す
る
場

合
　
入
会
希
望
者
が
多
い
場
合
、
希
望
す

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
会
で
き
な

い
事
や
待
機
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
費
用
】

�

○
保
護
者
協
力
金

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
中
）
の
市

区
町
村
民
税
を
基
準
に
算
定
（
月
額

０
円
か
ら
８
，５
０
０
円
の
７
段
階
）

し
、
口
座
振
替
で
児
童
ご
と
に
毎
月

納
入

�

○
傷
害
保
険
料

児
童
１
人
年
間
８
０
０
円
程
度
。
入

会
前
に
納
入
。

※�

右
記
の
費
用
（
教
育
委
員
会
へ
の
納

付
）
の
他
に
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
保
護
者
会
へ
の
お
や
つ
代
、
保

護
者
会
費
な
ど
の
支
払
い
が
必
要
で

す

申
請
方
法

【
入
会
申
請
書
等
の
配
布
】

　
12
月
１
日
火
か
ら
町
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
役
場
２

階
24
番
が
窓
口
）
お
よ
び
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
配
布
。

【
受
付
期
間
】

　
土
㊐
を
除
く
12
月
14
日
⺼
～
21
日
⺼

【
受
付
場
所
、
受
付
時
間
】

⑴�

　
生
涯
学
習
課
／
平
日
午
前
８
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

15
分

⑵�

　
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
、
と
も
だ
ち
ク

ラ
ブ
（
大
山
崎
小
学
校
区
）、
で
っ

か
い
ク
ラ
ブ
（
第
二
大
山
崎
小
学
校

区
）
／
⺼
～
㊎
は
午
後
１
時
～
午
後

６
時
、
土
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

入
会
の
可
否
は
３
月
初
旬
に
文
書
で

通
知

※�

郵
送
提
出
は
不
可
。
提
出
時
に
必
要

事
項
の
聴
取
を
行
い
ま
す
の
で
、
質

問
に
責
任
を
持
っ
て
回
答
で
き
る
方

が
、
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
必
要
書
類
】

�

⑴
　
申
請
者
全
員

○�

入
会
申
請
書
（
申
請
児
童
１
人
に
つ

き
１
枚
）

○�

就
労
証
明
書
（
自
営
業
者
の
方
は
第

三
者
の
証
明
が
必
要
。
１
世
帯
に
２

人
以
上
の
児
童
の
入
会
希
望
が
あ
る

場
合
は
２
人
目
以
降
は
写
し
で
可
）

�
⑵ 
　
本
町
の
在
住
期
間
が
１
年
以
内
の

方
○�
以
前
居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
発
行

の
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
本
町
に

住
民
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、
保
護
者
協

力
金
の
算
定
の
た
め
に
、
以
前
居
住
し

て
い
た
市
区
町
村
発
行
の
平
成
27
年
度

（
平
成
26
年
中
）
の
市
区
町
村
民
税
の

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
27
年
１
月
１

日
現
在
、
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

は
、
申
請
書
で
承
諾
い
た
だ
け
れ
ば
、

課
税
証
明
な
ど
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

�

⑶
　
そ
の
他

　
保
護
者
が
求
職
中
や
病
気
療
養
中
、

家
族
介
護
、
罹
災
あ
る
い
は
就
学
中
な

ど
の
理
由
で
家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い

場
合
は
、
別
途
書
類
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
】

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
９
５
６
︱
２
１
０
１

　（
内
２
３
１
・
２
３
２
）

　
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ（
大
山
崎
小
学
校
区
）

　
☎
９
５
７
︱
１
３
８
６

　
と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ（
大
山
崎
小
学
校
区
）

　
☎
９
５
４
︱
５
５
５
２

　
で
っ
か
い
ク
ラ
ブ

�

（
第
二
大
山
崎
小
学
校
区
）

　
☎
９
５
７
︱
１
８
８
８

平成28年度

放課後児童健全育成事業施設（放課後児童クラブ）の
４月入会申込が始まります　

　「
幼
稚
園
時
代
か
ら
15
年
間
、
大
山

崎
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
今
は
年
に
１

度
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
天
王
山
に
登

る
ん
で
す
。﹃
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
﹄

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。」
と

笑
顔
で
語
る
大
橋
さ
ん
。
歴
史
が
大

好
き
で
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
を
読
み
あ

さ
っ
て
い
た
と
い
う
学
生
時
代
を
経

て
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
ジ
ャ
パ
ン
）
に
就
職
。
そ
し
て
、
25

歳
の
と
き
に
単
身
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

渡
り
ま
す
。

　「
日
本
で
﹃
俳
優
に
な
る
﹄
と
言
っ

た
ら
﹃
食
べ
て
い
け
る
の
か
﹄
と
心
配

さ
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
職
業
と
し
て
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
土
壌
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
の
目

も
肥
え
て
い
ま
す
ね
。」

　
そ
ん
な
本
場
ア
メ
リ
カ
で
奮
闘
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　「
世
界
中
か
ら
夢
を
見
て
集
ま
る
人

が
い
る
の
で
、
自
分
の
代
わ
り
に
な
る

人
は
い
く
ら
で
も
い
ま
す
。
毎
日
が
競

争
、
勝
負
で
す
が
、
そ
の
中
で
生
き
残

る
た
め
に
は
、
自
分
だ
け
の
得
意
技
を

見
つ
け
て
、
武
器
に
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
う
競

技
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
（
42
・
１
９
５
㎞
）
以
上
の
距
離

を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
で
、
身
体
的

に
も
精
神
的
に
も
高
い
能
力
を
求
め
ら

れ
る
、
大
変
過
酷
な
競
技
で
す
。
町
在

住
で
町
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
で
っ

か
い
ク
ラ
ブ
）
支
援
員
を
さ
れ
て
い
る

真
方
さ
ん
は
、
そ
の
な
か
で
も
京
都
府

の
丹
後
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
歴

史
街
道
　
丹
後
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」

１
０
０
㎞
の
部
に
出
場
し
、
今
年
こ
れ

を
通
算
10
回
完
走
し
た
と
し
て
「
丹
後

の
鉄
人
＝
Ｔ
Ｉ
︱

Ｔ
Ａ
Ｎ
」
の
認
定
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
と
は
関
係
な

く
、週
に
３
～
４
回
は
走
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
30
代
に
な
っ
て
か
ら
は

じ
め
た
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の
う
ち

に
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。」

　
し
か
し
、
１
０
０
㎞
と
い
う
と
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
２
倍
以
上
で
す
。「
３

カ
月
以
上
前
か
ら
練
習
を
し
て
、
当
日

は
朝
の
４
時
半
に
ス
タ
ー
ト
、
そ
の
日

の
夕
方
ご
ろ
に
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。
近
畿

屈
指
（
七
竜
峠
・
碇
高
原
）
の
起
伏
に

富
ん
だ
難
コ
ー
ス
の
上
に
暑
さ
が
加
わ

毎日が競争、勝負です

子どもたちの頑張る姿に力をもらっています

大
おお

橋
はし

 幸
こう

治
じ

さん（35）

真
ま

方
がた

 和
かず

夫
お

さん（63）

り
最
初
は
大
変
だ
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
大
変
な
挑
戦
で

あ
る
ほ
ど
自
分
へ
の
挑
戦
は

も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
と
の

交
流
も
楽
し
め
る
。だ
か
ら
、

走
り
き
っ
た
と
き
の
喜
び
は

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
10
倍
は
あ

り
ま
す
ね
。」

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

と
し
て
勤
務
を
さ
れ
て
い
る
真
方
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
力
に
な
る
と

い
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
日
々
頑

張
っ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
勇
気

や
元
気
が
湧
い
て
き
て
、
と
て
も
リ
タ

イ
ア
な
ん
て
で
き
な
い
と
思
う
ん
で

す
。」

　
今
後
の
目
標
を
お
聞
き
す
る
と
、「
と

り
あ
え
ず
11
回
目
の
完
走
を
す
る
こ

と
。
で
も
76
歳
で
Ｔ
Ｉ
︱

Ｔ
Ａ
Ｎ
の
認

定
を
受
け
た
方
も
い
ま
す
か
ら
、
私
も

15
回
、
20
回
と
完
走
回
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
私
の
姿
を

見
て
自
分
も
走
っ
て
み
た
い
！
　
と

思
っ
て
く
れ
る
方
が
い
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
。
走
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
こ
と

で
す
か
ら
。」

で
す
か
ら
。」

▲今年共に走ったゼッケン。TI︲TANの達
成者と挑戦者は、桁が多くなるそうです。

▲山本町長と。さわやかな笑顔が印象的。

アメリカで俳優として、
またテレビ番組等の製作
監督として活躍

「歴史街道　丹後ウルト
ラマラソン」100kmの
部を10回完走

大山崎町は「天王山」に挑む皆さんを応援しています。

12月14日月～21日月
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町が委嘱する障がい者相談員

任期＝平成28年３月31日まで
相談員一覧
■身体
　○佐田　康弘さん（字大山崎小字藤井畑）� ☎957－5894
　○青山寿満子さん（字大山崎小字竜光）� ☎956－1000
■知的
　○中野　史子さん（字円明寺小字鳥居前）� ☎957－6862

ピアサポーターなんでもおしゃべり会

　「ピア」は“仲間”という意味。障がい当事者（肢体不自由）
が、相談に応じます。
とき＝原則毎月第４木。
平成27年度中の日程は12月24日木、平成28年２月25日木
午後１時30分～３時30分
ところ＝役場１階相談室１

家族相談会のご案内

　精神に障がいを持つ家族を支える家族の相談に応じます。
面談にて相談希望の方は、相談日をご予約ください。
とき＝毎月第１月　午前10時～午後３時（ の場合は開設し
ません）
ところ＝乙訓保健所　生活相談室
相談専用電話番号＝☎080-8529-7060
主催＝（社）京家連　乙訓やよい会

障
が
い
者
週
間
と
は
？

　
平
成
16
年
６
月
の
障
害
者
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
、
国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
従
来
の
「
障
害
者
の
日
」

（
12
月
９
日
）
か
ら
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
山
崎
町
で
は
、
12
月
３
日
に
「
障
が

い
者
理
解
促
進
研
修
」
を
、
12
月
５
日
に

「
福
祉
映
画
上
映
会
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

こ
れ
に
先
立
ち
、
11
月
下
旬
に
町
内
２

カ
所
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た

障
が
い
者
週
間
に
合
わ
せ
た 

町
の
催
し

【
障
が
い
者
理
解
促
進
研
修

～
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
は
～
】

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
住
み
よ
い
社
会
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
要
申
込
。

と
き
＝
12
月
３
日
木
　
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

対
象
＝
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ
け
ま

す定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

講
師
＝
石
田
易
司
さ
ん
（
桃
山
学
院
大
学

社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科
教
授
）

申
込
方
法
＝
12
月
１
日
火
ま
で
に
氏
名
、

連
絡
先
を
申
込
先
ま
で
。

※�

定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
12
月
１
日

火
以
降
も
受
け
付
け
ま
す

【
福
祉
映
画
上
映
会
】

と
き
＝
12
月
５
日
土
　
午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

上
映
映
画
＝
「
も
も
子
、
か
え
る
の
歌
が

き
こ
え
る
よ
。」（
上
映
時
間
80
分
）

　
い
つ
も
酸
素
ボ
ン
ベ
で
呼
吸
を
し
て
い

る
も
も
子
と
、
兄
・
力
（
り
き
）
の
優
し

さ
と
心
の
成
長
を
中
心
に
、
家
族
愛
と
葛

藤
、
健
常
者
と
障
が
い
者
の
共
生
の
問
題

な
ど
を
通
し
て
、
生
き
る
喜
び
と
悲
し
み

を
描
い
た
作
品
。

同
時
上
映
＝
「
ミ
ッ
キ
ー
の
マ
ジ
カ
ル
・

ク
リ
ス
マ
ス
　
雪
の
日
の
ゆ
か
い
な
パ
ー

テ
ィ
ー
」（
上
映
時
間
65
分
）

対
象
＝
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ
け
ま

す定
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

知
ら
ず
知
ら
ず
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

障
が
い
者
差
別

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消

法
）
が
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、「
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
」
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項
や
、
国
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
等
お
よ
び
民
間
事
業
者
に

お
け
る
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
障

が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
法
律
で
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
が
差

別
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は

　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件

を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
が
「
不
当

な
差
別
的
扱
い
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（

例
）
車
い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
店

に
入
れ
な
い

■
「
合
理
的
配
慮
」
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
方
は
日
常
生
活
や
社
会

生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受
け
て
い
ま

す
。
合
理
的
配
慮
と
は
、
そ
の
制
限
を
も

た
ら
す
原
因
と
な
る
社
会
的
障
壁
を
取
り

除
く
た
め
に
、障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
配
慮
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

（
例
）
車
い
す
の
方
が
乗
り
物
に
乗
る

時
に
手
助
け
を
す
る
、
窓
口
で
障
が
い

の
あ
る
方
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
・
読
み
上
げ

な
ど
）
で
対
応
す
る

（
引
用
：
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社

会
政
策
担
当
）
付
　
障
害
者
施
策
担
当
作

成
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

※�

配
慮
を
行
う
の
に
「
経
済
的
・
財
政
的

な
負
担
」
や
「
業
務
遂
行
に
及
ぼ
す
影

響
」
な
ど
が
過
重
な
場
合
は
差
別
禁
止

の
例
外
と
な
り
ま
す

12
月
３
日
～
９
日
は
障
が
い
者
週
間

～
考
え
て
み
よ
う
障
が
い
者
の
こ
と
～

問
・
申
込
先
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
５
５
）　

９
５
７
―
４
１
６
１

元気に活動しています！  町内の障がい者団体
　町内には、障がい者ならびにその家族などで組織する団体として、「大山崎町身体障害者協会」
と「大山崎町知的障害者育成会」の２つの団体があります。今回は、両団体の会長に団体の現状
や主な活動についてお聞きしました。

大山崎町身体障害者協会
小西 和子会長

この会はどのような会なの
でしょうか。
－�身体に障がいを持っている方
を中心とした会です。現在は
障がいのない方も賛助会員と
して参加してくださっていて、会員は50人ほど。み
んなで支えあって活動しています。

主な活動を教えてください。
－�生活行動訓練や、スポーツ大会の運営（町などと共
催）、また障がい者週間には街頭啓発を行ったりも
しています。

会を運営していく中で、困っていることはありますか？
－�会員さんが減っていることです。近年はお年寄りの
方と賛助会員の方が中心になっています。同じ悩み
を共有できたり、集まってレクリエーションをする
こともあり、年齢は関係ありません。興味を持って
くださった方がいれば、ぜひ町福祉課社会福祉係（６
ページの問合せ先）までご連絡くださいね。

今後の目標を教えてください。
－�身体障がいと言っても、肢体や内部障がい、視覚、
聴覚などその種別はさまざまです。今後も引き続き、
幅広い障がいをお持ちの方に加入いただき、一緒に
活動していければと思っています。

大山崎町知的障害者育成会
今村 泰信会長

この会はどのような会なの
でしょうか。
－�知的障がいを持っている子ど
もと、その子どもを持つ親の
会です。会員は22人で活動
しています。

主な活動を教えてください。
－�勉強会や、意見交換・共有のための懇談会、レクリ
エーションなどです。勉強会は町社会福祉協議会の
職員など身近な講師を招き、開催しています。

会を運営していく中で、困っていることはありますか？
－�特にはありませんが、障がいや障がいを持つ人への
理解を深めていただくために、小学生くらいからい
ろんな形でこれについて学ぶことができればと考え
ています。

今後の目標を教えてください。
－�育成会はとてもアットホームな会なので、今後もこ
の雰囲気を保ち、同じ境遇の会員同士、和気あいあ
いと活動していければと思っています。会員の募集
も随時行っていますので、興味をお持ちの方は町社
会福祉協議会（☎957-4100）までご連絡ください。

相談はこちらまで
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保
育
所
入
所
申
込
の

流
れ

▼
入
所
申
込
書
な
ど
の
配
布

　
平
成
27
年
12
月
１
日
火
か
ら
福
祉
課
児

童
福
祉
係
（
役
場
１
階
７
番
窓
口
）、
お

よ
び
各
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
28
年
１
月
６
日
氺
～
８
日
㊎

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
、

午
後
５
時
～
７
時

※�

期
間
内
の
申
込
で
あ
れ
ば
、
申
込
順
序

は
入
所
審
査
に
影
響
し
ま
せ
ん

▼
受
付
場
所

役
場
１
階
第
１
会
議
室
（
６
番
窓
口
の
向

か
い
側
）

※�

郵
送
不
可
。
受
付
時
に
必
要
事
項
の
聴

取
を
行
い
ま
す
の
で
、
質
問
に
責
任
を

持
っ
て
答
え
ら
れ
る
方
が
申
込
用
紙
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
結
果
通
知

　
後
日
、各
家
庭
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

保
育
所
入
所
の

要
件
は

　
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
満
６
カ
月

以
上（
平
成
27
年
10
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
と
と

も
に
大
山
崎
町
に
住
所
を
有
し
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
、
次
の
①
～
⑧
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
。

①
週
４
日
以
上
か
つ
１
日
４
時
間
以
上
の

仕
事
に
就
い
て
い
る

②
母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
、
あ
る
い
は
出

産
後
間
が
な
い
⋮
産
前
産
後

③
病
気
や
け
が
の
状
態
に
あ
る
、
あ
る
い

は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
⋮
疾
病
・
負

傷
・
障
が
い

④
病
人
や
け
が
人
あ
る
い
は
心
身
に
障
が

い
の
あ
る
人
の
介
護
、
看
護
を
行
っ
て

い
る
⋮
介
護
・
看
護

⑤
火
災
、
風
水
害
、
地
震
に
よ
る
被
害
に

あ
い
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
⋮
災
害

罹
災

⑥
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）を
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
⋮
求
職
中

⑦
保
護
者
が
学
校
に
在
学
し
て
い
る
、
ま

た
は
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
⋮
就
学

⑧
町
長
が
認
め
る
①
～
⑦
の
要
件
に
類
す

る
状
態
に
あ
る
⋮
そ
の
他

※
入
所
決
定
後
に
変
更
が
あ
り
、
入
所
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
入

所
決
定
取
り
消
し
や
退
所
と
な
り
ま
す

大
山
崎
町
立
保
育
所

に
つ
い
て

▼
名
称
／
電
話
番
号
／
所
在
地

○�

大
山
崎
町
保
育
所

　
☎
９
５
６
︱
３
３
９
７

　
字
大
山
崎
小
字
堀
尻
15
番
地

○�

第
２
保
育
所

　
☎
９
５
７
︱
１
１
２
０

町立保育所では、両親がともに仕事をしているなど、家庭で保育できない児童をお預かりしています。
平成28年４月から町立保育所への新規入所を希望する方は、次の要領でお申し込みください。
※ 平成27年度中に申込書を提出して待機児童となっている方も、平成28年度入所申込が必要です
※ 入所希望者が多い場合、希望する保育所に入所できないことや待機となることがあります。
　予めご了承ください
問＝福祉課児童福祉係　☎956-2101（内157・159）

平成28年度

町立保育所の
新規入所申込を受付

　
字
円
明
寺
小
字
鳥
居
前
17
番
地

○�

第
３
保
育
所

　
☎
９
５
７
︱
６
０
９
１

　
字
円
明
寺
小
字
松
田
45
番
地

▼
定
員

大
山
崎
町
保
育
所
　
１
２
０
人

第
２
保
育
所
　
　
　
１
０
０
人

第
３
保
育
所
　
　
　
90
人

※�

保
育
所
入
所
の
総
定
員
で
あ
り
、
今
回

の
入
所
申
込
で
入
所
で
き
る
定
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん

▼
通
常
保
育
時
間

平
日
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

土
　
午
前
8
時
30
分
～
正
午

※�

通
常
保
育
時
間
以
外
に
保
育
の
必
要
量

の
認
定
（
標
準
時
間
・
短
時
間
）
に
よ

っ
て
、
午
前
７
時
～
午
後
７
時
ま
で
の

間
で
保
育
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
短
時
間
認
定
の
場
合
は
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
と
な
り
、
標

準
時
間
認
定
の
場
合
は
、
午
前
７
時
～

午
後
６
時
ま
で
の
保
育
の
必
要
性
の
あ

る
時
間
帯
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
標
準

時
間
認
定
で
も
午
後
６
時
以
降
も
必
要

な
場
合
は
、
午
後
６
時
～
７
時
ま
で
延

長
保
育
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
保
育
料

　
児
童
の
年
齢
、
保
育
の
必
要
量
の
区
分

お
よ
び
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
保
護
者
の
所
得
に
つ
い
て

は
、
住
民
税
の
申
告
お
よ
び
課
税
額
を
基

準
に
算
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※�

保
育
料
は
、
年
度
に
よ
り
改
定
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

※�

毎
年
９
月
が
保
育
料
の
切
り
替
え
時
期

と
な
り
、
基
準
と
な
る
住
民
税
の
課
税

年
度
が
異
な
り
ま
す

○�

平
成
28
年
４
月
～
８
月
ま
で
の
保
育
料

⋮
平
成
27
年
度

○�

平
成
28
年
９
月
～
平
成
29
年
３
月
ま
で

の
保
育
料
⋮
平
成
28
年
度

※
延
長
保
育
料
は
別
途
算
定
し
ま
す

入
所
中
児
童
の
継
続
入
所

申
込
を
希
望
す
る
方
は

　
現
在
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の

平
成
28
年
４
月
以
降
の
継
続
入
所
を
希
望

す
る
方
は
、「
保
育
の
実
施
継
続
確
認
書

（
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
）」
に
必
要
書
類

を
添
付
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
な
ど
は
保
育
所
を
通
じ
て
連
絡

し
ま
す
。

よくある質問
Ｑ１　保育所ってどんなところですか？ 
保育所は、０歳～５歳（小学校就学前）までの児童を就
労などのため家庭で保育ができない保護者にかわって保
育する施設です。そのため、幼児教育や集団生活に慣れ
させるため、といった理由では入所することはできませ
ん。小学校就学前の施設としては、このほか幼児教育を
行う幼稚園（利用できる保護者の制限なし）や教育と保
育を一体的に行う認定こども園があります。

Ｑ２　どのように入所者を
選考するのですか？

申込書記載事項や添付書類、申込受付時の家庭状況の聴
取結果を基にして審査を行い、「保育の必要性」の高い
児童から入所を決定します。

Ｑ３　現在求職活動中ですが、
入所できますか？

求職活動中は「保育の必要性」があると認められるため、
入所申込が可能です。ただし、一定期間（おおむね３カ
月）後に就職をしている必要があります。その時点で就
職できていない場合には、家庭での保育が可能であるた
め、退所していただきます。

Ｑ４　育児休業中でも入所できますか？
育児休業中は「保育の必要性」がある状態とは言えませ
んので、入所できません。ただし、申込時点では育児休
業中であっても、入所時点（※１）で職場復帰している場
合は入所申込が可能です。また、育児休業前にすでに保
育所に入所していた児童については、一定の事由に該当
する場合は引き続き入所を認めます。
（※１）原則として、４月１日入所の時点で職場復帰していることが必要ですが、

特例として、４月中に職場復帰する方も入所申込が可能です


